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研究成果の概要（和文）：三島由紀夫は世界各国を旅した作家である。また、彼の作品とその存在は世界中に知られて
おり、それは日本文学作家の中で突出している。そこで本研究では、焦点をアメリカとブラジルに絞り、三島が各地で
何を見、何を書いたか、その際にどのような取捨選択を行ったかの解明を行った。同時に、世界の各地で三島はどのよ
うに研究され、翻訳されているかという点についても調査し、研究ネットワークの形成を志し、実体を解明した。

研究成果の概要（英文）：Yukio Mishima is a writer who has traveled the world. In addition, the presence 
and his works are known all over the world, it is noticeable in the Japanese literature writer. In this 
study, focusing on the United States and Brazil, Mishima what you seen in various places, what he wrote 
was carried out to elucidate if with what selection at that time. At the same time, Mishima was 
investigated and translated in many parts of the world .I aspired the formation of a research network, 
was to elucidate the entity,and succeeded it.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１． 研究開始当初の背景 
 
 昭和の文豪・三島由紀夫に関して、その「国
際性」が論じられることが多い。 
 三島は世界一周旅行だけでも生涯で３回
行い、それ以外にも世界各国を旅した。行き
先はアメリカ合衆国、メキシコ、プエルトリ
コ、ドミニカ、ハイチ、キューバ、ブラジル、
ギリシャ、イタリア、イギリス、フランス、
ポルトガル、スペイン、スウェーデン、ドイ
ツ、エジプト、インド、タイ、カンボジア、
韓国などである。ニューヨークで半年間のホ
テル暮らしを経験し、自作「近代能楽集」上
演の機会を狙ったこともある。それらの機会
を通じて培った英会話力を生かして海外の
作家と交流を持った。 
 また、その作品は生前からドナルド・キー
ンやサイデンステッカーといった翻訳者に
も恵まれて翻訳が進められ、多くの読者を獲
得した。「近代能楽集」などの演劇も、生前
から上演されている。それらが実際に読まれ、
一定程度以上の影響力を持ったことは、ノー
ベル賞の候補者に擬せられたことなどで理
解できる。このようにスケールの大きな活動
をした作家は、日本には珍しいと言える。 
 「三島事件」と呼ばれるその死のニュース
は世界を駆けめぐったが、これが世界を駆け
回るためには、その事件のインパクトもさる
ことながら、三島自身が既知の存在でなけれ
ばならない。 
 しかしながら、なぜそれほどまでに三島は
「世界」を求め、また、「世界」から受け入
れられたのか、という点については、様々な
論考があるものの、調査を踏まえた具体的な
考察となるとまだまだ研究のとば口に立っ
たばかりだと言える。 
 その大きな原因として、三島が生前に旅を
した国・地域が大変に広く、その踏査が大変
であること、また、三島自身による旅の記録
である紀行文というジャンルが、小説や戯曲
といったジャンルに比べて軽視されがちで
あり、三島研究においても同様であること、
さらには、三島作品の翻訳の全容が掴みきれ
ていないことなどが掲げられるだろう。 
 研究者の交流についてはどうか。近年では
国際シンポジウムも開催されるなど、研究者
同士の交流も生じているが、一堂に会するこ
との難しさもあり、全世界を網羅した三島由
紀夫研究ネットワークが構築されていると
までは言い難い。 
 例えば南米における三島由紀夫研究の状
況は日本ではほとんど知られていないし、彼
らによってなされた翻訳が多数あり、また何
冊か研究書もあることも、日本ではあまり知
られていないといった実情である。 
 それらが、本研究開始以前の、本課題をめ
ぐる状況であると考えた。 
 
 
 

２．研究の目的 
 
 研究の目的は、１にも書いたように、三島
由紀夫の国際性の理解にある。とはいえ、「国
際性」という言葉は極めて曖昧で、具体性に
欠ける。そこで本研究における目標として、
二つの柱を立てた。 
 まず、三島由紀夫が実際に歩いた土地を踏
査し、三島が書いた風景を確認し、その意味
を掘り下げることである。これはその場所を
描いた小説や戯曲だけでなく、紀行文も含め
て、三島が風景をどのように叙述するのか、
という点に注意を払い、言説分析の手がかり
とする作業である。 
 次に、それらの土地で三島由紀夫に関心を
持つ研究者や移住者らと交流を図り、彼らの
観点を学んで、その知見を生かすことである。 
 自戒の念も込めて記せば、日本で日本文学
を研究している者の誤解に、日本で行われて
いる日本文学研究のみが日本文学研究であ
るというものがある。しかし、数多くの留学
生を受け入れ、またすぐれた人材を輩出して
きた日本文学の研究領域は、すでに世界に広
がっており、むしろ日本で研究している者の
方が井の中の蛙の状態にあるのかもしれな
い。 
 この二つの目標を立てることによって、以
下のような視点の獲得を目指した。 
 すなわち、旅行地における三島由紀夫の視
線を相対化し、三島がその地にある何をどの
ように書いたか、ということだけでなく、三
島が何を書かなかったのか、ということにま
で踏み込んで、紀行文や小説、戯曲を分析す
るということである。 
 もう一点、三島は旅先で見て、書く存在で
あったが、見られ、書かれる存在であった可
能性もあるという視点である。それは例えば、
現地で交流した日本人による証言や、現地の
新聞報道などで三島がどのように取り上げ
られたかということである。この点に留意し、
調査を行うことによって、やはり三島の視線
を相対化することを試みた。 
 三島由紀夫の言説は、その魅力的な文体な
どのためもあって、強い磁場を形成し、私た
ちは彼の見るままに現地のありさまを受け
止め、脳内で想像してしまう傾向がある。し
かし、見られる存在を意識することで、三島
の書きぶり、言い換えれば言語化のメカニズ
ムを分析できるのではないか。そのようなこ
とを最大の目標とした。 
 また、これらの研究内容については、現地
における学会や講演などで現地の方々の意
見を頂戴することを大切にした。それも、上
記のような目標に関連する。つまり、日本語
を母語とし、日本で生活している研究者とし
て、自閉的になっていないか、自己検証して
いく態度が、この研究においては求められる
からである。 
 
 



３．研究の方法 
 
 ２とも重なるが、２で掲げたような目標に
対して、具体的にどのような方法を用い、ど
のように研究を進めたかを、以下に記す。 
 まず、研究の対象とする三島作品のうち、
紀行文を主軸に据え、モデル地などで旅行地
を取り上げている小説や戯曲よりもそれを
優先する。これは、１で記したように、三島
の小説や戯曲に比して紀行文の研究は手薄
であるということもある。また、紀行文は日
本文学の伝統的な有力ジャンルであり、その
系統のなかに三島文学はどのように位置付
けられるか、という点について関心もあった
からである。とはいえ、最大の理由は、上記
の点ではない。 
 紀行文は（小説などとは異なり）事実をあ
りのままに描くものである、という了解を私
たちは持っている。また、紀行文は、一般読
者が容易に体験できない土地を体験し、読者
の代わりに目となり耳となってその実像を
伝えるものだ、という了解をも私たちは持っ
ているように思う。いいかえれば、文学に求
められるリアリズムを素朴な形で体現して
いるジャンルだという前提がある。 
 三島の紀行文は、そのような前提に逆らう
かのように、複雑で晦渋であり、また具体的
な情景描写よりも内面的な思惟の叙述を優
先する傾向がある。それは三島文学の特質で
もあるが、エンターテイメント系の作品など
で極めて判りやすく描写を行うこともある
三島だけに、紀行文というものに対するある
種の批評性がそこにはあるように思われる。
それらの意識を分析する必要があるだろう。 
 その際に一つのタームを自らこしらえた。
それは「三島が見て書かなかったことは何
か」という側面の分析を、「三島が見て書い
たもの」の分析とともに行うということであ
る。 
 また、これも２で記したが、現地の、いい
かえれば三島が見た対象に属する立場から
の視点を分析する。具体的には、現地研究者
や現地邦人との意見交換や共同研究、現地メ
ディアの調査などである。三島の強い磁場か
ら自由な立場で分析を可能にするためであ
ることも２に記した。 
 このような観点から、現地踏査を行う必要
が生じる。そこで本研究においては、ブラジ
ルをターゲットにした。 
 ブラジルは三島初の海外旅行でもある世
界旅行の一環として、１９５２年１月２７日
から２月２９日にかけて滞在した。より詳し
く言うと、リオ・デ・ジャネイロ、サンパウ
ロ、リンス（サンパウロ州）と移動し、ふた
たびリオ・デ・ジャネイロを訪れ、有名なカ
ーニバルを体験している。そしてそれは紀行
文「アポロの杯」に描かれた。ブラジルは「ア
ポロの杯」一つのハイライトをなしている、
と佐伯彰一氏（『評伝三島由紀夫』１９７８
年）らによって評されている。 

 ブラジルをターゲットにしたのはいくつ
かの理由がある。それはまず、アメリカやギ
リシャなど、他の地域に比して研究が手薄で
あったこと。これは三島がその感銘を壊さぬ
よう二度と訪れないと宣言し、実際に再訪し
なかったため、その後言及する機会が少なか
ったこと、あるいは今日の私たちから見ても
遠方にあるため、調査がむずかしいことなど
に原因がある。しかし、二度と訪れないと三
島が言ったほどの感銘の意味も私たちは分
析しなければならないだろう。 
 また、ブラジルには日系社会が存在する。
１９０８年の笠戸丸以来、多くの日本人移民
が移住し、現在でも世界最大の日系コミュニ
ティを形成している土地である。そこにはサ
ンパウロ大学鈴木悌一図書館、移民資料館、
サンパウロ人文科学研究所などの研究機関
があり、また、日本文学を研究している多く
の研究者や実作者がいる。それらの資料の調
査や交流を通じて、先の目標についての知見
も得られるであろうこと、また、現地での三
島由紀夫に対する高評価などについて留学
生などから聞いていることによる。さらに、
三島と交友を結んだ多羅間俊彦氏にサンパ
ウロでインタビューすることもできた。 
 その結果として、ブラジルにおける学会発
表や講演の形で自らの考察を発表し、そこで
議論することができた。 
 その他、研究期間内に機会を得て、アメリ
カ合衆国についても考察と調査、そして講演
形式での成果発表を行った。アメリカについ
ては、なにしろ死に際しての有名な「檄」の
中で言及があるように、戦後の日米関係を反
映して、様々な言及があり、また、三島の滞
在も長期かつ広範囲である。限られた時間と
資金の中で踏査は不可能と考えていたが、リ
ーハイ大学（ペンシルベニア州）より招待講
演の機会をいただいたため、それに先立って
ニューヨークのみ踏査し、その結果も踏まえ
て考察を行い、講演の形で報告し、リーハイ
大学その他アメリカの文学研究者たちと意
見を交換することができた。これについては
さらに考察を深めていくつもりであるが、機
会を得て、調査考察のきっかけを与えてくれ
たリーハイ大学への感謝の言葉を記してお
きたい。 
 また、アメリカに付随して、日本国内にお
けるアメリカ、すなわち占領下沖縄と朝鮮戦
争時の試射場があった内灘を対象に、考察を
深めた。三島は世界を広く旅したが、その中
には日本国内も含まれる。現在でもアメリカ
との関係から大きな問題となっている駐留
米軍の問題について、三島は比較的早い時期
（私の見立てでは初の世界旅行の前後）から
関心を持っていた。これについて考察するこ
とは、本研究に取って重要であろう。それは、
三島のみならず海外を旅したものが振り返
るのは自らの国であり、三島は世界を見るこ
とで日本を見つめ直したと考えられるため
である。三島事件に至る三島のナショナリズ



ムの涵養に世界旅行の体験が影響している
以上、その目で振り返った「日本の中の世界」
（ここではアメリカ）を考察しておくことは
絶対に必要な作業であると思われた。これに
ついても、国内での講演や論文の形で公開し
た。 
 
４．研究成果 
 
 まず三島由紀夫とブラジルについて。三島
はリオ・デ・ジャネイロ、サンパウロという
大都市のほか、田園地帯であるサンパウロ州
リンスも訪問しているが、リンスについては
移動に時間がかかり、限られた調査期間内で
は訪問ができなかったことと、三島が訪ね、
滞在した多羅間農園の多羅間俊彦氏からサ
ンパウロ市内でインタビューが取れたこと
から割愛した。 
 まずリオ・デ・ジャネイロ調査において、
重要な気づきがあった。それは、「アポロの
杯」における三島の叙述に、「見て書かなか
ったこと」が存在していることである。例え
ば三島は市内 Quinta da Boa Vista にある動
物園を訪れた喜びを「アポロの杯」に記して
いるが、動物園を訪問したら確実に目にした
はずの国立博物館（旧王宮）について一切記
していない。理由としては博物館内部まで立
ち入らなかった、といった程度の理由かもし
れないが、紀行文の記述が作者の恣意的な選
択によってなされること、彼自身にとって重
要な事柄が書かれずにほのめかされている
のではないかということ、そしてそれは紀行
文の本質的な問題として読者に隠されるこ
と、などを理解した。 
 そのような観点からリオ・デ・ジャネイロ
における三島由紀夫については、ジョン・ネ
イスン『三島由紀夫 ある評伝』（1976、新
潮社）に書かれた当時の朝日新聞社海外移動
特派員・茂木政のインタビュー内容に、三島
の同性愛体験について触れられていること
が改めてクローズアップされる。佐伯彰一が
前掲書で「事実調べはともかく、三島作品の
いわば内面的な証拠から、やはりブラジルが、
三島におけるアルジェリアであったと認め
たいのである。」と述べたような事態がここ
で生じるに至った理由も、リオ・デ・ジャネ
イロにおける実地踏査においてほぼ納得で
きた。 
 というのも、リオ・デ・ジャネイロの守護
聖人が聖セバスチャンであり、そのアイコン
が街中に溢れかえっているのがリオ・デ・ジ
ャネイロの特徴だからである。 
 染料の原木として注目され、のちに国名の
由来ともなったパウ・ブラジルの木を求めて
この地に侵入したフランス人をポルトガル
人が撃退したのは一五六七年一月二〇日の
ことである。この日はカソリックにおけるセ
バスチャンの祭日であり、かつポルトガル王
ドン・セバスチャンの誕生日でもあった。以
来この地はサン・セバスチャン・ド・リオ・

デ・ジャネイロと呼ばれるようになり、聖セ
バスチャンはこの地の守護聖人として祀ら
れるようになった。一月二〇日は今でもリオ
の重要な祭日である。そして三島由紀夫にと
って聖セバスチャンは、「仮面の告白」（1949、
河出書房）で自らの同性愛傾向を語る際に象
徴化した、重要なアイコンである。 
 三島はそれらのことを「アポロの杯」では
一切叙述しなかった。しかし、そのことに気
がつかなかったとは考えづらい。そのような
観点から、「アポロの杯」の中でも特に難解
とされるプラサ・パリスにおける内的体験の
叙述を分析した。 
 もう一方の大都市サンパウロについては、
リオと比して叙述が少ない。その代わり、日
系社会が発達していたサンパウロでは、複数
存在していた邦字紙に動向やインタビュー、
座談会などが掲載されている。三島は、サン
パウロは「サムライが沢山いる」、との言葉
を遺してサンパウロを立ち去っている
（1952.2.13 昭和新聞）が、それは日本人移
民が少なく、開放的な雰囲気に浸ったリオと、
日本人移民や日本語メディアの視線を気に
してのびのびできなかったサンパウロとの
差異を物語るものとして考えることができ
る。詳細はこれから出る論文（現在、出版社
が決定している状態。2017 年 3月刊行予定）
をお読みいただきたい。 
 さて、アメリカとの関係についてもここで
触れておきたい。私の戦略として、アメリカ
そのものに対する調査と並行して「日本の中
のアメリカ」における大きな存在である米軍
の基地について考察を深めたことは２で述
べた。ことに私の現在住む近くには朝鮮戦争
時の米軍試射場とその反対運動で名高い内
灘があり、この内灘と、現在でも基地問題を
抱える沖縄について、それぞれ三島の小説
「美しい星」「潮騒」の叙述をもとに分析し
た。これについては短い論文を発表し、さら
に「グローバル時代の文学」（金沢大学国際
基幹教育院教科書）の一章として発表したほ
か、学会発表にエントリーしており、今後も
検討を重ね、長論文にしていく予定である。 
 さらに、これも２に前述したように、リー
ハイ大学の招きでニューヨーク調査と講演
形式の発表を行うことができた。敗戦直後か
ら三島事件に至る三島の対米観の変遷を追
い、ことに半年間に及ぶニューヨーク滞在を
記した「旅の絵本」（1958、講談社）の叙述
の解明に取り組んだ。これについても今後ブ
ラッシュアップし、発表していく予定である。 
 今後の展望として、三島における国際性の
分析を進めることはもちろんである。２０１
６年度にはマナウス（ブラジル）で開催され
る学会で発表を行い、また、フィレンツェ（イ
タリア）で開催される国際シンポジウムにお
いて、イタリアに関しても考察を行う予定で
あり、それらを順次論文化していく。また、
ブラジルにおける三島文学の受容について
翻訳書の一覧データベースを作り、日本で紹



介したいと考える。これは本研究のもう一つ
の側面として２や３で記した「三島が見た対
象に属する立場からの視点」を私自身に、ま
た日本における三島由紀夫研究に対して提
供したいと考えるからである。 
 なお、ブラジルと日本文学はとても深いも
のがある。本研究のスピンオフ的に「南米を
旅した作家たちの軌跡と作品の研究 相互
交流の観点から」という研究課題を新たに立
ち上げた。ブラジルを訪問した作家は三島由
紀夫だけではない。戦前だけでも、石川達三、
島崎藤村、堀口大學と言った作家たちがブラ
ジルを訪れ、また生活している。その考察に
際しては、「相互交流」という語で代表させ
たが、受け入れるブラジルの側の視点を取り
込んだ研究が必要になる。旅行者の視点は
往々にして一方的で暴力的な場合もあるか
らだ。今後、三島由紀夫と同時にこのテーマ
についても研究を深めていく予定である。 
 なお本研究においては多くの方々の協
力・助言を得た。 
 ブラジルにおいて、サンパウロ大学、こと
に Neide Hissae Nagae、Lica Hashimoto の
両氏。また同大学で開催された国際シンポジ
ウムの参加に際しては Leiko Matsubara 
Moraes 氏（サンパウロ大学）、松田真希子氏
（金沢大学）のご尽力を得た。リオ・デ・ジ
ャネイロ州立大学、ことに北原聡美氏、Elisa 
massae Sasaki 氏。アマゾナス連邦大学、こ
とに内ヶ崎留知亜氏。名前は掲げないが、こ
れらの大学では他の先生方や学生たちにも
お世話になった。サンパウロ新聞社のエレー
ナ水本氏、鈴木雅夫氏。また、サンパウロ石
川県人会、マナウス石川県人会、西部日伯友
好協会の皆様。そして多羅間俊彦氏。そのイ
ンタビューに際しては森幸一氏（サンパウロ
大学）にご仲介いただいた。さらにサンパウ
ロ人文科学研究所、ブラジル日本移民史料館。
人文科学研究所で知遇を得た長尾直洋氏に
は企画したラウンドテーブルの発表者もお
引き受けいただき、歴史学の観点からご発表
いただいた。アメリカにおいてはリーハイ大
学、ことに山﨑信子氏の協力により、研究が
推進できた。またこの間、金沢大学大学院生
の Rodlfo Rocha Silveira Diniz 氏には全面
的なサポートをいただいた。その他、多くの
方々のご助言ご助力によって本研究は成り
立っている。この場を借りて感謝の意を伝え
たい。 
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